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海を学ぼうスクール in 中野区～海と日本 PROJECT／海の生きもの KIDS ワークショップ 

もっと知りたい！海の生きもの 

講師：高橋麻美（MSC 海洋管理協議会 日本事務所）/寺西聡子（特非 ディスカバーブルー） 

  ---------------------------------------------------------------------------------------- 

概要 
2019 年 11 月 24 日（日）に、「海を学ぼうスクール in 中野区」が学校法人新渡戸文化学園

で開催されました。イベントプログラムの一つ「もっと知りたい！海の生きもの」ワークシ

ョップとして、教室に《海の生きもの椅子取りゲーム》のカードを応用して、子どもたちと

一緒に生きものいっぱいの豊かな海をつくって遊びました。砂浜から深海まで、小さいもの

から大きなものまで…ユニークで愛らしい生きものいっぱいの海を楽しみ、帰り道に「海へ

行ってみたいね！」という親子の会話が引き出せていればいいなと思います。 

 

• テーマ：海のいきもの 

• 対象：小学 1、2 年  22 名  

• 会場：学校法人新渡戸文化学園 10 号館音楽室 

• 実施時間：2 時間 

• 使用教材：鳴き声仲間さがし／海の生きもの椅子取りゲーム  

• 主な学習（紹介）テーマ：海の生物の多様性、海の環境の多様性、生きものいっぱいの海

の楽しさのバーチャル体験 



活動の様子 

 

 

まずは、椅子取りゲームのカードに

出てくる生きものの学習を兼ねて、

さまざまな生物の特徴、おもしろい

行動や生息場所などを、スライドを

使って紹介しました。私たち講師は

二人ともダイビングや磯観察を行い

ますが、海の中で出会う海の生きも

のたちは、色形、動きまでも美し

く、とても魅力的です。教材の生き

物がイラストで表現されているの

で、スライドでは海中で撮影された

写真を一緒に見せました。私たちが

素敵だと思っている、生きものたち

の美しい姿を見てもらうことで、リ

アルな海への好奇心を掻き立てるよ

うに工夫しました。 

 

 

 

《鳴き声仲間探し》で、アイスブレ

イクを行いました。 

目隠しをするという行為は、どの子

もドキドキし、さらに「ぎゃーぎゃ

ー」「ぴーぴー」と鳴くなど、どの

子も初体験のゲームは、得意不得意

関係なく、子どもたちの緊張をほぐ

してくれました。 

 

子どもたちが打ち解けたところで、

今日のミッションを発表しました。 

「みんなで教室に海を作ります！」 

あらかじめ、教室後方にブルーシー

トと模造紙を使って、ある程度まで

海を作っておいたので、気になって

そわそわしていた子どもたちも、大

喜びでした。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

次に、《海の生きもの椅子取りゲー

ム》を実施しました。すでに生きも

のについてインプットされていたの

で、子どもたちの興味も深まってい

ます。忘れてしまったこともお友達

どうしで教えあって、もりあがって

いました。また、自分の知っている

情報から、説明のなかった生きもの

のこともなんとなく予想している子

もいて、感心しました。どんなとこ

ろに棲んでいるのか、カラダは硬い

のか、柔らかいのか、何を食べるの

か・・・、その生きもののことを知

ると、親しみが湧いたり、好きにな

ったりする、それが大切なことだと

思います。 

 

 

 

続いて、いよいよ「海をつくろう！」

の時間です。椅子取りゲームで最後に

持っていた「生きものカード」をその

生きものが暮らしやすい場所、好きな

場所を考えて、“ブルーシートの海”に

貼ってもらいました。生きものに詳し

くなった実感が子どもたちにも生まれ

たようで、「まかせてよ！」と張り切

って取りかかりました。 

ゲームをすることで、子どもたち

は、その生きものの暮らしぶりや特徴

をより真剣に考えてくれるようです。

それぞれの生物のことがすっかり頭に

入っていたのか、寂しかった海はあっ

という間に生きものがたくさん暮ら

す、賑やかで豊かな海になりました。 

 



 
 

 

実施後の感想 
 海がもっと身近な存在で、大切に思えるようになるには、海で楽しい体験をするのが一番

です。私たち講師が、磯観察やダイビングを通して知ることのできた海の楽しさを、学校の

教室のなかで一緒に体験してみたいということで、今回のプログラムを考えました。 

 まずは魅力を知ってもらい、好きになってもらうことが大切との考えから《海の生き物椅

子取りゲーム》のカードになっている生物種に即し、私たちがこれまで出会ってきた海の生

きものたちの話をしました。30 種類近くの生物の話でしたが、もともと海の生きものに興

味を持った子どもたちだったこともあり、熱心に聞き、質問や感想をくれました。 

 その後、ゲームと海の工作を続けて行ったことで、子どもたちの興味が深まり、知識が定

着していったことがよくわかりました。室内でのプログラムが楽しければ、「本物の海での

体験はもっときっと楽しいはず」という期待も込めて、最後には、次に海で会いたい生きも

のを紙に描いてもらいました。教室に海を作って、次は教室から海へ出かけてみる、そんな

最初のステップにぴったりのプログラムになりました。 

完成した海を見ながらのふりかえ

りでは、子どもたちなりに気づいた

ことや、生きものが暮らしやすいよ

うに工夫した点がたくさん見受けら

れたので、発表してもらいました。 

講師からは、海の環境が複雑で多

様であり、だからこそ多くの生物が

いてお互いにつながりあって生きて

いること、そしてどの種類もかけが

えのない生きものであることを伝え

ました。また、海洋ゴミ問題をはじ

めとする環境問題にも触れました。

私たち人間も“お互いにつながりあ

う生きものの一員”だということも

理解してもらえればと思います。 

最後に、「次に海に行ったら、あ

ってみたい生きもの」をそれぞれ描

いてもらいました。イルカは定番の

人気、ヒトデやプランクトンなんて

子も。たくさんの生きものが暮らす

海を好きになって、今度はぜひ、海

へ行ってもらえたらうれしいです。 

 

 

 

 



進行表    
時間 内容 詳細 備考 

10 分 導
入 

挨拶 スタッフ紹介  

 プログラム説明 タイムスケジュール、注意事項等の説明  

20 分 ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク 

鳴き声仲間探し ・鳴き声仲間探しゲームにより、参加者どうしの交流を深

める。それにより、会場の雰囲気を和らげ、参加者が楽し

める環境づくり目指した。 

・生物のコミュニケーションにおける鳴き声の重要な枠割

について解説した。 

・カードをシャッフルし、2 ゲーム行った。 

教材《鳴き

声 仲 間 探

し》、バンダ

ナ 

15 分 バ
ー
チ
ャ
ル
海
の
生
き
も
の
観
察

会 スライドでの 

レクチャー１ 

・海の生きもの椅子取りゲームを楽しむため、カードに描

かれている生きものを紹介。 

・生態写真を使うことで、生き生きとした美しい様子を見

てもらい、椅子取りゲームで取り上げられている、移動方

法、食べ物、体の特徴などについて学んだ。 

・砂浜、藻場、サンゴ礁の生きものについての紹介。 

スライド、

プロジェク

ター、 

ス ク リ ー

ン、パソコ

ン 

10 分 休憩  

15 分 スライドでの 

レクチャー２ 

・磯、岩礁の生き物についての紹介。 

20 分 海の生きもの椅子取り

ゲーム 

・ルール説明。 

・スタッフが鬼となり、試しに数回実施。 

・8 回ほど行い、カードをシャッフルした。 

・さらに 10 回ほど行った。 

教材《海の

生きもの椅

子取りゲー

ム》、椅子 

15 分 海をつくろう！ ・プログラム開始前に、ブルーシートを海に見立てて、模

造紙等で、砂浜、藻場、岩礁、海底を作成しておいた。 

・海の生きもの椅子取りゲームの終了時に手にしていたカ

ードを、ブルーシートの海のなかで、その生物の生息環境

にふさわしい場所に貼り付けてもらった。 

・その他、自分の好きな生物を描いて貼ってもらったり、

海藻やサンゴ、砂浜を追加してもらった。 

ブルーシー

ト、模造紙

（灰色、緑、

薄茶）、新聞

紙、養生テ

ープ 

10 分 まとめ ・海をつくるときに工夫したことを、子どもたちに問い、

答えてもらった。 

・完成した海を見て、気づいたことを発表してもらった。 

・砂浜、藻場、磯など海の環境の違いと、それぞれに生息

する生物のちがいを説明した。それにより、多様な生物が

生息していることを解説した。 

・生物どうしのつながりについて解説した。 

・海洋ゴミ問題についても触れ、海が豊かであるためには、

私たちみんなの協力が必要だということを話した。 

 

5 分 まとめ ・次に海に行ったら会いたい生きものについて、A4 紙に言

葉や絵で各自自由に描いてもらった。 

A4 用紙、ペ

ンやクレヨ

ン等 



 


